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(57)【要約】
【課題】複雑なハード構成を必要とすることなく、文書
に記載された文章を校閲してその結果及び正解を当該文
書に示した画像を簡単に作成可能にする。
【解決手段】画像処理装置としての画像形成装置１は、
データ取得部としての画像読取部１７と、校閲処理部２
２と、画像作成部２３とを備える。画像読取部１７は、
文章校閲の対象とする校閲対象データを取得する。校閲
処理部２２は、画像読取部１７によって取得された校閲
対象データに対して校閲処理を行い、誤りである誤り表
記と、当該誤り表記について本来の正しい意味を示す正
規表記とを検出する。画像作成部２３は、校閲処理部２
２による校閲処理で検出された誤り表記及び正規表記を
示す画像を、校閲対象データに合成して校閲結果画像を
作成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文章校閲の対象とする校閲対象データを取得するデータ取得部と、
　前記データ取得部によって取得された校閲対象データに対して校閲処理を行い、誤りで
ある誤り表記と、当該誤り表記について本来の正しい意味を示す正規表記とを検出する校
閲処理部と、
　前記校閲処理部による前記校閲処理で検出された前記誤り表記及び前記正規表記を示す
画像を、前記校閲対象データに合成して校閲結果画像を作成する画像作成部と、を備えた
画像処理装置。
【請求項２】
　前記校閲処理部による前記校閲処理の対象とされた前記校閲対象データに含まれる総単
語数に対する前記誤り表記の数の割合を算出する誤り割合算出部を更に備え、
　前記画像作成部は、前記誤り割合算出部によって算出された前記誤り表記の割合を示す
画像を前記校閲対象データに更に合成して前記校閲結果画像を作成する請求項１に記載の
画像処理装置。
【請求項３】
　前記校閲処理部は、前記校閲処理で検出された前記誤り表記の原因を検出し、
　前記画像作成部は、前記校閲処理部によって検出された前記誤り表記の原因を示す画像
を、前記誤り表記を示す画像に付加して前記合成を行うことで、前記校閲結果画像を作成
する請求項１又は請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記データ取得部として、原稿の画像を読み込む画像読取部と、
　前記画像読取部による読取で得られた原稿画像をＯＣＲ処理によりテキストデータに変
換するデータ変換部とを備え、
　前記校閲処理部は、前記データ変換部によって変換されたテキストデータに対して前記
校閲処理を行う請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記校閲処理部は、前記校閲処理として、英文の単語綴り正誤チェック、文法正誤チェ
ック、及び句読点正誤チェックの少なくともいずれか１つを行う請求項１乃至請求項４の
いずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の画像処理装置と、
　前記画像作成部によって作成された前記校閲結果画像を記録媒体上に形成する画像形成
部とを、備えた画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置及び画像形成装置に関し、特に、文章の校閲処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　文書を校閲する技術、例えば、英文字で作成された文書のスペルミスをチェックする技
術が適用された装置が提案されている。例えば、下記特許文献１に示される文書作成装置
では、ユーザーが英単語として入力したと推定される英数文字列のみを特定して、スペル
ミスのチェックを行うことを可能にする技術が採用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１９４６９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　例えば学校の講師が生徒から回収した答案について、英文の単語綴り正誤チェック、文
法の正誤チェック、及び句読点正誤チェックを採点するといった場合等には、これらの正
誤判断と、これに加えて、正解単語等を記入する添削作業を行わなければならず、このた
めに講師は時間を費やさなければならないという問題を有していた。上記特許文献１に記
載された技術の場合、ユーザー所望の文字に対してスペルミスのチェックを行うことがで
きるが、正誤判断及び添削作業の両方に必要な時間を削減して上記問題を解決することま
ではできない。
【０００５】
　本発明は、上記の事情に鑑みなされたものであり、複雑なハード構成を必要とすること
なく、文書に記載された文章を校閲してその結果及び正解を当該文書に示した画像を簡単
に作成可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一局面に係る画像処理装置は、文章校閲の対象とする校閲対象データを取得す
るデータ取得部と、前記データ取得部によって取得された校閲対象データに対して校閲処
理を行い、誤りである誤り表記と、当該誤り表記について本来の正しい意味を示す正規表
記とを検出する校閲処理部と、前記校閲処理部による前記校閲処理で検出された前記誤り
表記及び前記正規表記を示す画像を、前記校閲対象データに合成して校閲結果画像を作成
する画像作成部と、を備えたものである。
【０００７】
　本発明の一局面に係る画像形成装置は、上記画像処理装置と、前記画像作成部によって
作成された前記校閲結果画像を記録媒体上に形成する画像形成部とを、備えたものである
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、複雑なハード構成を必要とすることなく、文書に記載された文章を校
閲してその結果及び正解を当該文書に示した画像を簡単に作成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像処理装置としての画像形成装置の電気的構成を示
すブロック図である。
【図２Ａ】画像形成装置による校閲結果画像を作成する処理を示すフローチャートである
。
【図２Ｂ】校閲処理を示すフローチャートである。
【図３】画像形成装置により校閲処理が行われる状態、及び画像形成装置による印刷物を
示すイメージ図である。
【図４】成績の算出に用いる算出表を示す図である。
【図５】校閲対象データを示す図である。
【図６】図５に示す校閲対象データに対して校閲処理が行われた場合における校閲結果画
像を示す図である。
【図７】校閲対象データの他の例を示す図である。
【図８】図８は図７に示す校閲対象データに対して校閲処理が行われた場合における校閲
結果画像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る画像処理装置及び画像形成装置の一実施形態について図面を参照し
て説明する。図１は、本発明の一実施形態に係る画像処理装置としての画像形成装置の電
気的構成を示すブロック図である。
【００１１】
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　本発明の一実施形態に係る画像処理装置としての画像形成装置１は、制御ユニット１１
と、表示部１２と、操作部１４と、通信部１６と、データ記憶部１９と、画像読取部１７
と、画像形成部１８とを備えている。これらの構成要素は、互いにバスを通じてデータ又
は信号の送受信が可能とされている。
【００１２】
　表示部１２は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）や有機ＥＬ（Ｏ
ＬＥＤ：Organic Light-Emitting Diode）ディスプレイなどから構成される。
【００１３】
　操作部１４は、キーボード、マウス等の入力デバイスであり、ユーザーからの操作指示
の入力を受け付ける。
【００１４】
　通信部１６は、通信モジュールを備える通信インターフェイスであり、ＬＡＮやなどか
らなるネットワークＮを通じて、コンピューター３等との間でデータ送受信を行う。
【００１５】
　画像読取部１７は、原稿自動送り装置によって搬送されてくる原稿、又はコンタクトガ
ラス上に載置された原稿を、光学的に読み取るスキャナーを有し、このスキャナーによる
原稿読取で得られたイメージデータからなる原稿画像を取得する。
【００１６】
　画像形成部１８は、感光体ドラム、感光体ドラムの表面を均一帯電させる帯電装置、感
光体ドラムの表面を露光して、感光体ドラムの表面に静電潜像を形成する露光装置、感光
体ドラムの表面の静電潜像をトナー像に現像する現像装置、及び感光体ドラムの表面のト
ナー像（画像）を記録媒体としての記録紙に転写する転写装置等を備え、データ記憶部１
９に記憶されている各ファイルによって示される画像や、画像読取部１７により取得され
た原稿画像を記録紙に画像形成する。
【００１７】
　データ記憶部１９は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）などの記憶装置である。データ記憶
部１９は、後述する校閲処理の対象とするドキュメントを記憶している。例えば、当該ド
キュメントは、ワードプロセッサーアプリケーションで作成された文書ファイルや、表計
算ソフトで作成された表計算ファイル等、更には、ｊｐｅｇ．やｂｍｐ．等のイメージデ
ータからなるファイルである。
【００１８】
　制御ユニット１１は、プロセッサー、ＲＡＭ(Random Access Memory）、及びＲＯＭ（R
ead Only Memory）などから構成される。プロセッサーは、例えば、ＣＰＵ（Central Pro
cessing Unit）、ＭＰＵ、ＡＳＩＣである。この制御ユニット１１は、上記データ記憶部
１９に記憶された画像処理プログラムが上記のプロセッサーで実行されることにより、制
御部２１、校閲処理部２２、画像作成部２３、誤り割合算出部２４、及びデータ変換部２
６として機能する。なお、制御ユニット１１の制御部２１、校閲処理部２２、画像作成部
２３、誤り割合算出部２４、及びデータ変換部２６は、上記制御プログラムに基づく動作
によらず、それぞれハード回路により構成されてもよい。
【００１９】
　制御部２１は、ＰＣ１の全体的な動作制御を司る。
【００２０】
　校閲処理部２２は、画像読取部１７による原稿読取等で取得される校閲対象データに対
して校閲処理を行い、校閲対象データを構成する文章及び単語において、誤りである誤り
表記と、当該誤り表記について本来の正しい意味を示す正規表記とを検出する。
【００２１】
　校閲処理部２２は、例えば、英文については英単語の種類（名詞、動詞、形容詞、冠詞
等の種別、更には、単数形又は複数形の区別）、文法ルール、英単語（英単語の綴り）等
を保有した辞書データを記憶している。また、校閲処理部２２は、例えば、和文について
は、同音漢字使用ルール、振り仮名ルール、誤字脱字ルール等の情報を保有した辞書デー
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タを記憶している。校閲処理部２２は、上記校閲対象データに含まれる各単語を解析して
、上記辞書データを用いて、各単語及びその用法に誤りが有るか否かを判断する校閲処理
を行う。
【００２２】
　本実施形態では、校閲処理部２２は、上記校閲処理として、英文の単語綴り正誤チェッ
ク、文法正誤チェック、及び句読点正誤チェックを行うものとして説明する。但し、校閲
処理部２２は、上記校閲処理として、英文の単語綴り正誤チェック、文法正誤チェック、
及び句読点正誤チェックの少なくとも１つを行うものとしてもよい。
【００２３】
　また、校閲処理部２２は、上記校閲処理で検出された誤り表記の原因を検出する。例え
ば、校閲処理部２２は、上記校閲対象データに含まれるセンテンス及び各単語について、
上記辞書データに保有されている文法ルールに基づいて、用法違反の種類を判別し、上記
誤り表記の原因として検出する。このとき、画像作成部２３は、校閲処理部２２によって
検出された誤り表記の当該原因を示す画像を、誤り表記を示す画像に付加して上記合成を
行うことで、校閲結果画像を作成する。なお、校閲処理部２２は、既知の英文エラーチェ
ックソフト（例えばオープンソースで提供されているアプリケーション）に従った動作に
より上記校閲処理を行うことも可能である。
【００２４】
　画像作成部２３は、校閲処理部２２による上記校閲処理で検出された誤り表記及び正規
表記を示す画像等の各種画像を作成して、校閲対象データに合成して、校閲処理部２２に
よる校閲処理の結果を示す校閲結果画像を作成する。
【００２５】
　誤り割合算出部２４は、校閲処理部２２による上記校閲処理の対象とされた校閲対象デ
ータに含まれる総単語数に対する誤り表記の数の割合を算出する。画像作成部２３は、誤
り割合算出部２４によって算出された当該割合を示す画像を校閲対象データに更に合成し
て校閲結果画像を作成する。
【００２６】
　データ変換部２６は、画像読取部１７による読取で得られたイメージデータからなる原
稿画像を、例えばＯＣＲ処理によりテキストデータに変換する。校閲処理部２２は、デー
タ変換部に２６よって変換された当該テキストデータに対して校閲処理を行う。
【００２７】
　次に、画像形成装置１による校閲処理について説明する。図２Ａは画像形成装置による
校閲結果画像を作成する処理を示すフローチャートである。図２Ｂは校閲処理を示すフロ
ーチャートである。図３は画像形成装置１により校閲処理が行われている状態、及び画像
形成装置１による印刷物を示すイメージ図である。
【００２８】
　ユーザーは、校閲処理の対象とする文章が記載された原稿を画像読取部１７に読み取ら
せる。或いは、ユーザーは、校閲処理の対象とする画像データが記憶されているＵＳＢメ
モリーを、通信部１６に備えられるＵＳＢインターフェイスに接続して、例えば通信部１
６により当該ＵＳＢメモリー内の画像データを読み取らせる。或いは、ユーザーは、画像
形成装置１にネットワーク接続されているコンピューター３から校閲処理の対象とするイ
メージデータ、又はテキストデータを画像形成装置１に送信し、通信部１６により当該デ
ータを受信させる。このように画像読取部１７による原稿読取で得られた原稿画像、ＵＳ
Ｂメモリーから取得された画像データ、コンピューター３から取得されたデータは、画像
形成装置１に、校閲処理の対象とする校閲対象データとして取得される（Ｓ１）。すなわ
ち、画像読取部１７、ＵＳＢインターフェイス、及び通信部１６は、特許請求の範囲にお
けるデータ取得部の一例となる。
【００２９】
　続いて、データ変換部２６は、上記取得された校閲対象データが、画像等のイメージデ
ータ（jpeg形式, bmp形式等）であるか、テキストデータであるかを判断する（Ｓ２）。
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ここで、データ変換部２６は、上記取得された校閲対象データが、画像等のイメージデー
タであると判断した場合（Ｓ２で「イメージデータ」）、当該イメージデータをテキスト
データに変換する（Ｓ３）。当該データ変換部２６は、特許請求の範囲におけるデータ取
得部の一例となる。なお、データ変換部２６によって、上記取得された校閲対象データが
イメージデータではなくテキストデータであると判断した場合（Ｓ２で「テキストデータ
」）、Ｓ３の処理はスキップされる。
【００３０】
　そして、校閲処理部２２は、Ｓ１で取得されたテキストデータ、又はＳ３で変換された
テキストデータを対象として、上記辞書データに基づいて、各単語及びその用法に誤りが
有るか否かを判断する上記校閲処理を行う（Ｓ４）。
【００３１】
　Ｓ４の校閲処理について更に説明する。校閲処理の実行時、校閲処理部２２は、上記校
閲対象データとしてのテキストデータを各パラグラフに分割し、各パラグラフをセンテン
スに分割し、更に各センテンスを単語単位まで分割する（Ｓ４１）。このとき、誤り割合
算出部２４は、総センテンス数及び総単語数を算出して記憶しておく（Ｓ４２）。
【００３２】
　続いて、校閲処理部２２は、上記辞書データに基づいて、上記の全てのセンテンスにつ
いて、単語綴りの正誤チェック、文法の正誤チェック及び句読点正誤チェックを行う（Ｓ
４３）。例えば、校閲処理部２２は、各センテンスにおいて単語及びその用法に誤りがな
いか、ｂｅ動詞とその後に続く名詞の単数形複数形の正誤、助動詞とその後に続く動詞の
時制の正誤、コンマやピリオド等の用法の正誤を判断する。
【００３３】
　ここで、校閲処理部２２は、文法に誤りを検出した場合（Ｓ４４でＹＥＳ）、文法に誤
りがある部分を図示する画像と、正しい状態を示す画像とを作成する（Ｓ４５）。更に、
校閲処理部２２は、このように文法の誤りを検出する度に、文法の誤りの数を計測する文
法エラーカウンター（例えば制御ユニット１１が内蔵）の値をカウントアップする（Ｓ４
６）。
【００３４】
　更に、校閲処理部２２により綴りに誤りがある単語が検出された場合（Ｓ４７でＹＥＳ
）、画像作成部２３は、当該単語が誤りであることを示す画像と、正しい綴りからなる単
語を示す画像を作成する（Ｓ４８）。更に、校閲処理部２２は、単語綴りの誤り数を計測
する綴りエラーカウンター（例えば制御ユニット１１が内蔵）の値をカウントアップする
（Ｓ４９）。
【００３５】
　上記のようにして全てのセンテンスについて校閲処理が終了すると、誤り割合算出部２
４が、Ｓ４２で記憶している総センテンス数及び総単語数と、Ｓ４６の上記文法エラーカ
ウンターの値と、Ｓ４９の綴りエラーカウンターの値とを用いて、総センテンス数に対す
る文法エラー数の割合、総単語数に対する綴りエラー数の割合、更に、総単語数に対する
総エラー数（文法エラー数及び綴りエラー数の和）の割合を算出する（Ｓ５）。
【００３６】
　更に、誤り割合算出部２４は、総単語数に対する総エラー数の割合を示す値に基づいて
、ドキュメントに対する成績を算出する（Ｓ６）。例えば、誤り割合算出部２４は、図４
に示す算出表に従って、当該成績を示す値を読み出すことにより当該成績を算出する。こ
の例では、成績は、Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃといったアルファベットで表現され、ここに示した
順で上位の成績とされる。
【００３７】
　画像作成部２３は、Ｓ５で誤り割合算出部２４によって算出された各割合を示す画像と
、校閲対象データとしてのドキュメントの名称、当該ドキュメントの出所、上記総単語数
、総センテンス数、文法エラー数、単語綴りエラー数、総エラー数、Ｓ５で算出した各割
合、Ｓ６で算出した成績、及びこの時点での日付を示す画像を作成する（Ｓ７）。
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【００３８】
　そして、画像作成部２３は、Ｓ７で作成した各画像を、校閲対象データとしてのテキス
トデータから作成したイメージデータに合成して、校閲結果画像を作成する（Ｓ８）。
【００３９】
　この後、制御部２１は、このように作成された校閲結果画像を画像形成部１８に画像形
成させる（Ｓ９）。
【００４０】
　ここで、画像作成部２３により作成される校閲結果画像の例について説明する。図５は
校閲対象データを示す図である。図６は図５に示す校閲対象データに対して校閲処理が行
われた場合における校閲結果画像を示す図である。
【００４１】
　例えば、校閲対象データが図５に示すような作文（テキストデータ）を示す画像ＴＲ１
であり、校閲処理部２２により、単語綴りの誤り、文法ミス、及び句読点ミスが検出され
たものとする。このとき、図６に例を示すように、校閲結果画像ｉｍ１では、綴りに誤り
が発見された各単語について、画像作成部２３により作成された当該単語が誤りであるこ
とを示す画像Ｆ１～Ｆ３と、正しい綴りの単語を示す画像Ｃ１～Ｃ３とが、当該綴りに誤
りが発見された各単語の周辺に示される。また、校閲結果画像ｉｍ１では、文法に誤りが
あるセンテンスについて、誤りがある部分を示す画像Ｇ１～Ｇ３と、正しい状態を示す画
像Ｃ１１～Ｃ１３とが、当該誤りが発見されたセンテンスに示される。また、校閲結果画
像ｉｍ１では、句読点に誤りがあるセンテンスについて、誤りがある部分を示す画像Ｐ１
と、正しい状態を示す画像Ｃ２１とが、当該誤りが発見されたセンテンスに示される。
【００４２】
　更に、校閲結果画像ｉｍ１には、画像作成部２３により作成された、校閲対象データと
してのドキュメントの名称を示す画像ｉｍ７０１と、当該ドキュメントの出所（所有者名
）を示す画像ｉｍ７０２と、総センテンス数を示す画像ｉｍ７０３と、上記総単語数を示
す画像ｉｍ７０４と、文法エラー数を示す画像ｉｍ７０５と、単語綴りエラー数を示す画
像ｉｍ７０６と、句読点エラー数を示す画像ｉｍ７０７と、総エラー数を示す画像ｉｍ７
０８と、図２のＳ５で算出した各割合を示す画像ｉｍ７０９～ｉｍ７１１と、図２のＳ６
で算出した成績を示す画像ｉｍ７１２と、及びこの時点での日付を示す画像ｉｍ７１３と
いった成績画像ｉｍ７０が合成される。
【００４３】
　更に、画像作成部２３により作成される校閲結果画像の他の例について説明する。図７
は校閲対象データの他の例を示す図である。図８は図７に示す校閲対象データに対して校
閲処理が行われた場合における校閲結果画像を示す図である。
【００４４】
　例えば、校閲対象データが図７に示すような作文（テキストデータ）であり、図２にお
けるＳ４３における正誤チェック時に、校閲処理部２２により、当該校閲対象データＴＲ
２に含まれるセンテンス及び各単語について、上記辞書データに保有されている文法ルー
ルに基づいて、用法違反の種類が判別され、誤り表記の原因として検出されたものとする
。このとき、校閲処理部２２は、図８に示すように、各センテンスＳｔ１０，Ｓｔ１１に
含まれる各単語について、動詞又は名詞等の種別を上記辞書データに基づいて検出する。
更に、校閲処理部２２は、例えば、ｂｅ動詞とその後に続く名詞の単数形複数形の正誤、
助動詞とその後に続く動詞の時制の正誤を判別する。
【００４５】
　画像作成部２３は、校閲処理部２２による当該検出及び判別の結果を示す画像ｉｍ１０
１等を作成し、作成した各画像を校閲対象データが示す画像に合成する。例えば、画像作
成部２３は、助動詞とその後に続く動詞の時制の誤りを示す画像ｉｍ１０３と、ｂｅ動詞
とその後に続く名詞の単数形複数形の誤りを示す画像ｉｍ１０４とを作成し、校閲結果画
像ｉｍ２に合成する。なお、この例においても、画像作成部２３により、成績画像ｉｍ７
０が図６に示した例と同様にして作成及び合成される。
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【００４６】
　このような校閲結果画像ｉｍ１，ｉｍ２が画像形成部１８により画像形成されると、ユ
ーザーとしての例えば講師が、当該画像形成による印刷物を生徒に見せることによって、
当該生徒に、作文の採点結果や、誤り箇所及びその正解を認識させることができる。この
ように、上記実施形態によれば、複雑なハード構成を必要とすることなく、文書に記載さ
れた文章を校閲してその結果及び正解を当該文書に示した画像を簡単に作成することがで
きる。
【００４７】
　また、図１乃至図８を用いて上記実施形態において示した構成及び処理は、本発明の一
実施形態に過ぎず、本発明を当該構成及び処理に限定する趣旨ではない。
【符号の説明】
【００４８】
１　　　　画像形成装置
１１　　　制御ユニット
１２　　　表示部
１４　　　操作部
１６　　　通信部
１７　　　画像読取部
１８　　　画像形成部
１９　　　データ記憶部
２１　　　制御部
２２　　　校閲処理部
２３　　　画像作成部
２４　　　誤り割合算出部
２６　　　データ変換部ｉ
３　　　　コンピューター
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